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指揮者

柴 愛 (し ば あい)
同志社女子大学学芸学部音楽学科演奏ヴァイオ リン専攻を卒業.在学中より、ザ 。

カレッジ 。オペラハウス、関西二期会、関西歌劇団ほか、関西一円にてオペラ・

アシスタン トを務めるc

2006年、イタリアの トッレ。デル・ラーゴにて開催されるブッチーニ。フエステイ

ヴァルにおいて、堺シティオペラ『蝶々夫人』のアシスタント・コンダクターを

務める。2010年、ウィーン国際音楽ゼミナールにおいて Andres Orozco― Estrada

氏のもとディプロムを取得、ファイナルコンサー トを指揮する。2014年のニュー

イヤー 。オマ′`くラ 。ファミリーコンサー トではアンサンブル神戸と共演するなどオ

ペラ指揮者としての活動の場を広げる.2016年、2017年、イタリアのオルヴィエー

ト国際夏期講習会にてマウリツィオ・アレーナ氏のもとディプロム取得。ルイジ・

マンチネッリ国際指揮者コンクール・セミファイナリストに選出される。現在、

ウィーン・フォルクスオーバー指揮者Alfrcd Eschwe氏 のもと、同歌劇場で研鑽

を積む。
これまでに、モーツァル ト『コジ 。ファン・ トゥッテ』、 ドニゼッティ『 ドン・

パスクアーレ』『愛の妙薬』、フンバーディンク『ヘンゼルとグレーテル』、ラヴェ

ル『子供と魔法』、ブッチーニ |『 トスカ』などを指揮.

ヴァイオリンを梅原ひまり氏に、指揮を高階正光、Klaus HOevelmann、 Niels

Muus、 Alfred Eschwe、 Maurizo Arcnaの 各氏 らに師事 3

♪ ロビーコンサー ト 町
午後 1時 15分より

八木澤教司/『 トリプルあいす』
第 1楽章 :すとろべ り しヽ 第2楽章 :パニラ (生千ョコ付)第 3楽章 :ま つ拳 ′

フルー ト :間嶋、御園生、桃川

作曲者の八木澤教司 (1975～)は解説で「私の知る限リフルート吹きはアイスが好きな人が多い |そんな

こともあり、思う存分アイスを食べて想像を膨らませて頂こうと、このテーマを選びました。可愛らしい作品

に仕上げましたので、どうぞお美味しく召し上がりください |(本番前は食べ過ぎに注意 |)」 と書いています。

3楽章からなり、それぞれタイトルが「すとろべりぃ」、「バニラ (生チ∃コ付 )」 、「まっ茶 |」 とついている

可愛らしい曲です。最初の2曲はゆったりとした曲調ですが、3曲目は速めの変拍子で、がらっと雰囲気がか

わります。全部で 5分弱の短い曲で、学生のアンサンブルコンテストでもよ<演奏されているようです。今

日は大人 3人で、大人のアイスクリームを味わつていただけるような演奏を目指します !(御園生)

モーツアルト/『 トルコ行進曲』
トロンボーン :松岡、宮下、安田 テューバ :北垣

「トルコ行進曲」として単独で演奏されることが多いモーツアルトのピアノソナタ第 11番の第 3楽章をト

ロンボーンとテューバによるアンサンブルでお聴きいただきます。ベートーヴェンの方ではない「難しい方」

のトルコ行進曲を選んだことは、細かな動きを苦手とする低音の金管楽器としてはかなりの挑戦になりますが、

どのようなアレンジで演奏するのかぜひお楽しみ|こ !(宮下)

クラーク/『 トランペット0ヴォランタリー』
レーガー/『ロマンツェ』

ピッコロトランペット&トランペット :遠藤  トランペットシンセサイザー :北山(武)

今回披露する作品は通常トランペットソロとパイプオルガン伴奏で演奏されます。もちろんこのホール、そ

れもロビーにはパイプオルガンはありません。そこで今回はトランペットシンセサイザーというシステムを使つ

てパイプオルガンのパートを演奏します。このシステムはマイクから拾つた音を信号としてシンセサイザー音

源に送り、作成したパイプオルガンの音をアンプスピーカーで鳴らします。装置には音源が3つ搭載されており、

あらかじめ決めた違う音を同時に鳴らすことができるため、 トランペットで演奏している|こもかかわらず和音

やオクタープを奏でることも可能です。

本日はピッコロトランペットのソロ曲として有名なクラークのトランペットヴォランタリーと、ゆったりし

た楽想が印象的なレーガーのロマンツェの2作品を演奏します。(北山)

●
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曲目解説

遠藤 啓輔(ト ランペット)

ブル ッ ク ナ ー /序 曲 卜短 調

19世紀の偉大な交響曲作曲家・ブルックナーは、オース トリア山中の風光明媚な農村で、小学校教師の息子と

して生まれたc当時の小学校は教会と ―体だったため、教師はミサでのオルガン演奏など教会での業務もこなし

てお り、ブルックナーも幼少期から父の代理でオルガンを弾いたという。こうして、農村風景、信仰、オルガン

がブルックナーの音楽の根幹となる.ブル ックナーはまず小学校教師となるが、オルガン演奏や地元合唱団の指

導などで徐々に音楽家として頭角を現し、30歳を過ぎてからようやく本格的な作曲の修業を始めるcこ の『序曲

卜短調』はそうした修行中の作品で、地元リンツの指揮者オットー・キツラーによる指導の一環で作曲した、38

歳の時の習作だ。当然、実演や出版を想定 したものではないため、表情記号などに不整合が多々見られるが、小

品ながら巨大なスケールを感 じさせる傑作であるc

ブルックナーは人器晩成型の作曲家ではあるが、その独創性は生来備わっていたものである。その証拠に、『 レ

クイエム』など 20歳代の作品を聴いても、神聖さと妖艶さがブレンドされたようなブルックナー独特の響きの

色彩が、すでに完成 しているのだ。ブルックナーの長く厳格な作曲修業は、生来の天才性に裏付けを与え、それ

をさらに拡張させるものだつたのだろう。実際、この『序曲』の楽譜からは、キツラー先生の指導の成果がうか

がえる。この曲は当初、クライマックスがフル・オーケス トラの大音響によって断ち切 られた後、弱音から仕切

り直してクレッシェンドし、崇高なコーダを築き上げる、という構想であった。しかし最終的には、大音響のク

ライマックスが徐々にフェー ド・アウトして弱音になり、そこからクレッシェンドして壮大なコーダヘと移行す

る、自然で滑らかな流れを持った形に変更された。この時期、キツラー先生はブルックナーと協業でヴァーグナ

ーの楽劇『タンホイザー』を研究していた.途切れることなく無限に流れるヴァーグナー風の音楽を、この改訂

されたコーダに見ることができる.使用するバイフをこまめに切り替えながら音楽のブロックをつなぎ合わせて

いくオルガニス ト的発想で作曲していたブルックナーが、1[Ё 大な流れを持った音楽をも描き出せる作曲家へと脱

皮 した瞬間だ。この改訂は傑作 。第 8交響由のコーダをも予感させる重要なものであるc

この『序曲』は、フル・オーケス トラの大音量が衝撃を与える序奏から始まる[」 |ヽ ロンボーンを重用するブル

ックナーらしいオーケス トレイションが既に聴かれるが、意外なのはビッコロを常時使用していること (ブルッ

クナーがこの曲のほかにビッコロを使ったのは、第 8交響曲の初稿のごく一部分だけだ).こ のビッコロの音色

が全体の響きに重要な影響を与えてお り、ブルックナーの高音重視の姿勢を見ることができる。「ブルックナー

と言えば重低音だよね !」 という短絡的な会話がなされることもあるが、それは誤 りだと思 う。ブルックナーゆ

かりの教会で音楽を聴くと、意外に高音が良く響くことに気付くЭブルックナーは、高音もしっかりと鳴る響き

の中で耳を育てたのだ。この後、ブル ックナーがビッコロをほとんど使わなくなったのは、実際のオーケス トラ

の音に接 し、フルー トで高音の響きを充分満たせることに気付いたからだろうと想像する。

序奏に続くアレグロの主題はキビキビとしたスピー ド感あふれる音楽で、この時期のブルックナーがまだ作曲

家としての青年時代であったことをうかがわせる.テ ンポを緩めて演奏される歌謡主題 (譜例①)は讃美歌的で、

十字架音型 (4つの音符を星座のようにつなぐと十字になる旋律)か ら始まることも手伝って、信仰者ブルック

ナーの姿が前面に出ているc信仰告白的な要素は他にも見られ、例えば、 トランペットのファンファーレ(譜例

②)には、同時期に作曲されていた珠玉の宗教音楽 。『詩篇第 112篇』のもの(譜例③)が 引用されているcブルッ

クナーは後年も、第 7交響曲と『テ 。デウム』の関係に代表されるように、管弦楽曲と宗教音楽を相互に共通性

を持たせながら同時並行して作曲していく。
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次々と繰 り返 しつなげていく音楽形式であるc主題それ自体が何度も聴 くに足るだけの優れたものである必要が

あり、そして、隙の無い反復の中に気まぐれな人間感情が入る余地は無い。いわば、神の全能を象徴するのに最

もふさわしい、至高の音楽形式であると言える。こうしたフーガを使用 したところにも、信仰者としての ドヴォ

ジャークの姿勢が垣間見える。

なお、この終由には、Allegro con fuocoの テンポ指定が見られる。con fuocoは 「火のように」の意味だが、

この激烈な指定を ドヴォジャークはしばしば使った (交響曲『新世界より』の終曲など)。 彼は 「fuoco(火 )」 に

対してどのようなイメージを持っていたのだろうかcこ れは何の根拠もない僕の勝手な憶測にすぎないが、「火」

からはチェコの英雄ヤン・フスを連想 してしまう。フスは 14世紀から 15世紀にかけての宗教家で、チェコの民

衆にわかりやすく説教をする一方、カ トリック教会に対してはその腐敗を糾弾した。そのために教会からは異端

視され、弾圧を受けた末に ドイツで火刑に処せられたが、フスは最後まで信念を曲げなかったという。 ドヴォジ

ャークは『フス教徒』という作品も書いているので、フスに対して特別な思いがあった可能性がある。真摯な ド

ヴォジャークは、フスが最後に身を委ねた 「火」を、信念を持って生きることの崇高さを象徴するものととらえ

ていたのではなかろうか。全くの僕の想像に過ぎないが、そう思わせるだけの力がこの音楽にはある。

ブラームス/交響曲第 2番 二長調

ブラームスが風光明媚な湖畔の保養地で作曲した作品で、そのため自然の美 しさに満ちてお り、初演 した指揮

者ハンス・リヒターによって 「ブラームスの田園交響曲」と呼ばれた…というのがこの作品のよくある説明だ。

もちろん、これは正鵠を射ているのだが、こうしたイメージだけが先行するとこの曲の永遠に色褪せない斬新さ

を見落とす恐れがある。占典的交響由の継承者のようにも取られているブラームスが、実は進取の姿勢に満ちて

いたことを紹:介 していきたい。

第 1楽章は、低弦とホルン、木管が静かに応答を繰 り返すようにして始まり、やがて 3本の トロンボーンにテ

ューバを加えた荘重で静かな響きに至る。このテューバの使用が、実は当時としては凄いことであるのだ。今で

こそテューバは普通の楽器だが、当時はまだ登場 して間もない新しい楽器であったr川崎高伸氏のご教示によれ

ば、ヴィーン。フィルがテューバ奏者を雇ったのは、ブラームス 2番 を初演 (1877年 )す るわずか 2年前なのだそ

うだ (川崎氏校訂によるブルックナー交響曲第 5番オリジナル・コンセフツのスコア序文より。2015年。私家版)。

そうした新参者の楽器であったテューバに、しかもブラームスは、単なるバス・ トロンボーンの下支え的役割を

超えた重要な役回りを与えているのだ。

この後は、弦楽器が良く響くと言われる二長調の調性を生かした美 しい旋律が連続 し、メロディーメーカーで

あるブラームスの本領が発揮される。ブラームスが ドヴォジャークの旋律を評価 して「彼 (ド ヴォジャーク)の屑

籠をあされば、 (破棄されたメロディーを使って)交響山が一曲書けるだろう」と言ったという有名な逸話は、彼

一流の謙遜だろうcブ ラームスの本領は旋律美にあると僕は思 う。中でも出色なのが、次に挙げるヴィオラとチ

ェロによる旋律だ。このヴィオラとチェロの楽譜をわかりやすく合

成すると譜例⑤のようになるが、ヴィオラの旋律は下側で、なんと

チェロはその 3度上を弾いているのだ。普通の発想では、ヴィオラ

が上を弾いてチェロが下から支えるものだろうが、ここでは逆転し

上側がチェ□ ′―、

下側がヴィオラ

ているcこ の斬新な役割分担がもたらす絶妙な音色効果を、是非ぉ     
譜例⑤ 第 1楽章より

聴きいただきたい。

ゆったりとした第 2楽章も、チェロを中心に雄渾なメロディーが沿々と流れ、ブラームスの旋律美を堪能でき
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京都フィロムジカ管弦楽国からのお知らせ

9第 43 □ 定期演奏会ぐ 9第 44固定期演奏会ぐ

2018年 6月 24日 (日)長岡京記念文化会館

指揮 :中村 晃之

別宮 貞雄/第3交響曲『春』

ラフ/交響曲第3番『森にて』 |こV♪

2018年 12月 23日 (日 )

びわ湖ホール(大ホール)

ブルックナー/交響曲第5番
(予定)
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9新入団員随時募集中ぐ
～私たちと一緒に)嬢しません力?ますはお気軽に見学にお越し<ださしヽ 団員―同、お待ちしております。～

私たち京都フィロムジカ管弦楽団は、近畿のみならず全国各地に在住する団員が週に―度京都に集まり、力を合わせて活

動しています。定期演奏会だけでな<、 アンサンブルなども楽しんでいます。「一緒|ご寅奏したい !」 という皆様のご参加を

お待ちしています。遠方からの参加も歓迎します。関西地区以外の方々もご興味があればぜひご連絡<ださい |

<募集パート>
ヴアイオリン。ヴィオラ・チェロ0コントラバス ←ブァインロrン・rブィ」「=ラ1饉賢諄 r)
オーボエ。フアゴット・ トランペット / 打楽器 (※押榮器は諸条件について要格詢

〔参加資格〕特にありませんが練習に出席できること。学生の参加も歓迎します。

〔糸東習日嘲 原則日曜日 (午後 1′ くヽ劃∋、春と秋に合宿練習 (大津市内)

聯東習場所〕京都芸術センター、伏見区など京都市内の各所のほか、大津市など。

〔諸 費 用〕団費3αⅨD円/月 (学生は 1000円 )、 演奏会参加費など

※遠距離割引、学生割引、家方矢害」引などあり (ご相談<ださい)

入団 。見学に関するお問い合わせ先 E―man:pec田憲001o屯ophno。(x)m
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,「反の会」会員随時募集中ゃ

フィロムジカの)詢を応援して<ださる方を募集しています

【年会費】  1 □ 1,OOO円

醐 聞   ご入会いただいた月より竹澗

【特 典】  1.期 間内の定期演奏会|こ 1□につき1名様を無料ご招待

2。 御 寅売1辞襲)ご案内

3.定期)寅奏会プログラムヘのご汚名の掲載

お申込み・入会に関するお問合せ  Tel&Fax 075605-0123(西祠) E訥η

「

セmdOootq力b.∝m

京都フィロムジカ管弦楽団ホームページ

http://w脚Ⅳ.●o屯ophlo.∝)m/

過去の演奏曲も紹介しております。是非二度ご覧<ださい。


